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1. 孤立の背景 

1960 年後半から 1970 年にかけて都市の産業は,工業化へと大きく転換し,核家族を中心

にした生活が普及していった.これによって,三世代家族が減少,世帯規模の縮小が広がった.

その後,核家族世帯では,子どもの独立などよって、高齢者のみ世帯が増えるようになっ

た.2009 年には,内閣府による高齢者の社会的孤立を把握するため「高齢者の生活実態に関

する調査」が行われるようになった.人とのつながりが薄れて社会的孤立になるとし

て,2010 年に高齢社会政策によって,高齢者の「孤立」から「つながり」,そして「支え合い」

が重要な課題として取り上げられるようになった.また,高齢者単身世帯や夫婦世帯が増え

続ける中で,高齢者の社会的孤立と健康への影響が問題となってきた.日本の社会的孤立の

割合は,OECD 加盟国の中でも２番目に高く、社会的孤立に陥りやすい状況にある. 

 

2. 文献による社会的孤立の概念と定義 

国内の文献から社会的孤立を同居以外の家族や親せき, 友人に対面で会う頻度と,非対

面で,手紙,電話,メールなどで連絡する交流頻度で構成されている,斉藤らの定義が多く使

用されていることが確認できた. 

 

3. 研究の目的 

地域に暮らす高齢者が社会的孤立に陥りやすい人にはどのよう特徴があるかを検討し

た.独立変数として先行研究で検証されてきた諸要因に加えて「地域への愛着」,「地域の

人への信頼」を取り上げた.研究の意義として,高齢者が人とのつながりを維持して生活を

していくための方向性を探り保健,医療,福祉サービスの質的向上に貢献できるということ

があげられる. 

 

4. 研究の対象と調査方法 

神奈川県綾瀬市における「高齢者の健康と生活に関する調査」の 2 次利用データを用い

た.分析対象は綾瀬市に在住する 65歳以上の高齢者 3058 人を対象に自記式質問紙による

郵送調査(2017.7)で回収された 1,899 人で(回収率 62.1%)データに欠損がない 1,796 人と

した.桜美林大学研究倫理委員会の審査の承認を受けた. 

 

5. 研究方法 

社会的孤立については先に示した斉藤らの基準に準拠して,家族・親族や友人と会ったり,

話しをしたりすることが,月 1回未満を「社会的孤立」として,操作的に定義した.独立変数

は基本属性には,性別,年齢,世帯構成,居住期間,居住形態教育年数, 主観的経済状況,身体的

側面には,転倒歴,主観的健康感,併存疾患,抑うつ(GDS5）,手段的日常生活動作(IADL), 要

介護, 行動範囲,社会的側面には,地域への愛着,地域の人への信頼を取り上げた. 

 

6. 分析方法 

社会的孤立に関連している項目を選択するために,単変量解析(χ2)を行った.基本属性,身

体的側面,及び,社会的側面の中で,χ2検定にて社会的孤立と有意な関連のあった項目を独

立変数,社会的孤立の有無を従属変数とするロジスティック回帰分析を行った.分析の前に
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変数間の相関関係を調べるため,Spearman の相関係数を用いて検討をした.項目間の相関

係数はすべて 0.5未満であった.統計処理は IBM SPSS Statistics 25 を用い統計的有意水

準は P<0.05 と設定した. 

 

7. 結果 

ロジスティック回帰分析基本属性の項目は男性で賃貸住宅に居住者が孤立に関連して

いた.身体的側面では併存疾患が有り,週 1回以下の外出頻度が孤立に関連があった.社会的

側面の項目は地域の人への信頼ができると思わない人が孤立に関連する要因として抽出さ

れた. 

 

2 考察 

性別は男性が孤立に影響があり先行研究を支持する結果であった病気が孤立に影響するの

かは横断研究であり不明であるが,孤立と病気には相互作用の関係があると考えられる.外

出頻度が週 1回以下になることは,年齢による身体的機能の衰えや障害によって行動範囲

が限られることによって,孤立する可能性がある.賃貸に居住している人は,経済階層が低い

ことが想定され孤立に影響している可能性がある.人への信頼が持てない人は,そのことが

新たな社会関係の構築を妨げる要因になっている可能性があることが示唆された. 
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